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在
日
米
軍
で
訓
練
を
行
っ
て
い
た
の

は
、
板
付（
博
多
）と
岩
国（
山
口
県
）の

両
基
地
の
Ｆ
86
や
Ｆ
104
な
ど
の
ジ
ェ
ッ

ト
戦
闘
機
だ
っ
た
。

　

１
９
６
５（
昭
和
40
）年
１
月
か
ら

日
米
共
同
使
用
と
な
り
、
航
空
自
衛
隊

築つ
い
き城

基
地（
県
内
築
上
郡
築
城
町
）の
Ｆ

86
戦
闘
機
が
加
わ
っ
た
。

　
１
９
７
０（
昭
和
45
）年
か
ら
米
軍
機

に
よ
る
訓
練
は
な
く
な
り
、
自
衛
隊
機

の
み
の
訓
練
と
な
っ
た
。

【
爆
音
と
衝
撃
波
】

　

町
民
は
射
爆
撃
場
が
設
置
さ
れ
て
か

ら
33
年
間
、
爆
音
に
よ
る
さ
ま
ざ
な
被

害
を
受
け
て
き
た
。

　

爆
音
は
牛
の
乳
量
や
鶏
卵
量
の
減
量

に
も
、
影
響
を
与
え
た
。

　
筆
者
宅（
糠
塚
）は
、
戦
闘
機
の
射
爆

撃
場
へ
の
侵
入
コ
ー
ス（
今
の
糠
塚
区

公
民
館
や
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
付
近
の
上

空
）の
す
ぐ
近
く
に
あ
る
。
訓
練
中
は

爆
音
が
ひ
ど
く
、
家
の
中
に
一
人
で
い

る
と
怖
く
て
た
ま
ら
な
か
っ
た
。
戦
闘

機（
米
軍
）の
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
姿
が
見
え

た
こ
と
も
あ
る
。

　
１
９
５
７（
昭
和
32
）年
か
ら
防
衛
庁

の
補
助
事
業
と
し
て
、
小
中
学
校
の
防

音
工
事
が
進
め
ら
れ
た
。

　
１
９
６
０（
昭
和
35
）年
10
月
、
米
軍

機
に
よ
る
衝
撃
波
に
よ
り
、
岡
垣
村（
当

時
）の
400
戸
に
被
害
が
発
生
し
、
窓
ガ

ラ
ス
が
数
万
枚
破
損
し
た
。
山
田
小
学

校
で
は
窓
ガ
ラ
ス
が
233
枚
割
れ
、
壁
に

は
ヒ
ビ
が
６
ケ
所
入
っ
た
。
児
童
に
被

害
は
な
か
っ
た
。

　
１
９
７
２（
昭
和
47
）年
１
月
、
射
爆

撃
場
の
返
還
が
決
定
さ
れ
た
。
防
衛
庁

か
ら
使
用
同
意
を
求
め
て
き
た
が
、
町

内
外
で
反
対
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。

　

翌
年
の
７
月
、
政
府
の
官
報
で
８
月

１
日
以
降
、
射
爆
撃
場
で
の
航
空
自
衛

隊
に
よ
る
訓
練
の
開
始
が
告
示
さ
れ
た
。

　
訓
練
再
開
を
前
に
し
て
、
西
光
寺（
糠

塚
区
）の
住
職
松
尾
恭
我
氏
は「
糠
塚
は

ジ
ェ
ッ
ト
機
の
侵
入
コ
ー
ス
の
真
下
に

当
た
り
、
爆
音
が
う
る
さ
い
。
本
堂
で

行
わ
れ
る
法
要
の
雰
囲
気
が
壊
さ
れ
る

ど
こ
ろ
か
、
あ
り
が
た
い
説
教
も
か
き

消
さ
れ
て
し
ま
う
。
う
る
さ
い
時
は
、

マ
イ
ク
を
使
用
し
て
い
た
。
訓
練
が
再

開
さ
れ
れ
ば
、
ど
ん
な
に
気
を
つ
け
て

も
事
故
は
起
き
る
。
基
地
補
償
で
住
み

や
す
い
町
づ
く
り
が
で
き
る
と
い
う
人

も
い
る
が
、
企
業
誘
致
を
優
先
す
る
と
、

公
害
を
は
び
こ
ら
せ
、
住
民
を
粗
末
に
す

る
と
い
う
こ
と
と
同
じ
だ
」と
語
っ
た
。

【
農
民
と
漁
民
へ
の
被
害
】

　

松
原
の
伐
採
に
伴
う
農
作
物
へ
の
塩

害
や
爆
音
に
よ
る
被
害
が
あ
っ
た
。

　

射
爆
撃
場
周
辺
の
農
民
は
松
原
の
落

松
葉
を
燃
料
と
し
て
使
用
し
て
い
た

が
、
勝
手
に
松
原
に
入
る
こ
と
は
許
さ

れ
ず
、
米
軍
の
許
可
が
必
要
だ
っ
た
。

　

波
津
の
漁
民
は
漁
業
水
域
が
制
限
さ

れ
、
漁
獲
量
が
減
少
し
た
。
そ
の
た
め
、

人
工
漁ぎ

ょ
し
ょ
う礁
の
設
置
や
遠
洋
に
出
か
け
る

た
め
の
漁
船
の
大
型
化
で
、
資
金

を
必
要
と
し
た
。

【
防
風
保
安
林
と
し
て
の
機
能
低
下
】

　

三
里
松
原
は
、
江
戸（
藩
政
）時

代
の
１
７
５
０
年
ご
ろ
、
藩
の
命

令
で
植
林
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
り
、
塩
害
や
飛
砂
防
止

の
機
能
を
果
た
し
て
き
た
。

　

明
治
に
な
っ
て
、
松
原
は
防
風

保
安
林（
国
有
林
）と
な
っ
た
。

　

射
爆
撃
場
設
置
に
よ
る
防
風
保

安
林
の
減
少
と
共
に
、
訓
練
機
に

よ
る
火
災
で
の
松
原
消
失
や
射
爆

撃
場
へ
の
立
ち
入
り
禁
止
に
よ
る

松
く
い
虫
へ
の
被
害
が
広
ま
っ
た
。

つ
づ
く

岡
垣
射
爆
撃
場
の
歴
史
⑥

　
　
　
　
―
射
爆
撃
訓
練
に
よ
る
被
害
―

岡
垣
歴
史
文
化
研
究
会　
入
江　
東
樹

汐入川

波
津鐘

崎 遠賀川

芦
屋

柏
原

岩
屋

岡垣射爆撃場

約8㎞

漁
業
制
限
水
域

0 4㌔

西川

▲射爆撃訓練区域
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